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運動・スポーツの大切さを科学的に解説

スポーツを　楽しむために　ケガを知る

ご存じですか？　スポーツ活動中のケガ

　運動・スポーツを楽しむためには、ケガを予防す
る必要があります。事実、スポーツ活動中のケガが
多発していることや、重篤な事故も発生していること
が、ニュースなどで取り上げられています。
　こうした事故を防ぐために、まずはスポーツの現

場でどのようなケガが発生しているのかを把握する
ことが重要だと考えられています。
　ジュニア期におけるスポーツ活動中のケガについ
て、注目すべき調査結果は下記の通りです。

① ジュニア期の頭頸部重症外傷（脳振盪を含む）が少なからず発生しています（発生件数：580件/年、発
生頻度：20件/10万人/年）。特に、脳振盪発生時の対応など、セカンドインパクトを予防するような
取り組みが必須です。

② 四肢の外傷として足関節捻挫が突出して多く（発生件数：47,839件/年、発生頻度：1,683件/10万人
/年）、さらに、その後の別の外傷・障害発生の要因となっていると考えられます。

③ ジュニア期の女子において膝前十字靱帯損傷が多く見られ（発生件数：1,592件/年、発生頻度：168
件/10万人/年）、特に、高校生の年代で急増しています。
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